






























不当な取引行為に関する事例（ 別表第8）

不当与信行為（ 不当与信行為類型）

1  主契約に係る事業者の行為が第1 3 条の2 第1 項から 第4 項までに規定するいずれかの不当な行為に
該当する こ と を 知っ ていた、 又は業務上知り 得べき であっ たにも かかわら ず、 与信契約等の締結を勧
誘し 、 又は与信契約等を 締結さ せる行為

< 事例>

個人信用情報機関（ CI C） で調べるなど必要な調査をし ないで、 不当に過大な量の契約を し ている消費者に与信を 行
う 。

契約書の参考人欄に親の名前と 勤務先が記載さ れているこ と を 事由にし て、 収入のない無職の若者に対し 、 高額な商品
の契約に関する与信を 行う 。

2  主契約に係る事業者に対し て生じ ている事由を も っ て消費者が法令の規定又は与信契約等に基づ
き 支払を 拒絶でき る 場合である にも かかわら ず、 与信業者等が不当に消費者又は関係人に債務の履行
を 請求し 、 又は債務を 履行さ せる行為

< 事例>

立替払い契約書に抗弁権の接続が記載さ れているこ と から 、 消費者が販売業者の債務不履行を 理由に抗弁し ているにも
かかわら ず、 ク レ ジッ ト 会社が支払期限が経過し たと し て消費者に支払を 迫る。

3  1 の項及び2 の項に掲げる行為に準ずる行為であっ て、 知事が指定するも の

条例第13条の2第8項の目的及び別表第8の1の項及び2の項の内容に照ら し て、 同質の行為を別途告示で指定する。 （ 平成30年6月末

時点で指定なし ）
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